多環芳香族炭化水素(PAH)の分析も可能である3)。

フタル酸エステルはMH＋、塩素化パラフィンは｢M-H｣－が主な生成イオンであるが、ニトロアレーンのような大きなπ電子雲を持つ化合物はM－が多く生成こともしばしばある。

４．アルキルフェノール、アルキルフェノール系界面活性剤のLC/MS分析

GC/MSでは誘導体化が必要なこれらの物質は、LC/MSではそのような処理は不要である。アルキルフェノールは｢M-H｣－が主要な生成イオンであるが、そのポリエトキシレートではエーテルの酸素に付加したと考えられる｢M-Na｣＋，MH＋が主要なイオンである。

図３にアルキルフェノール，ビスフェノールAのクロマトグラムを示す。ESIの電場を高くするとアルキルフェノールの感度が低下する。同様のことはアルデヒドでもかんそくされ，アルデヒドでは対応する脂肪酸の｢M-H｣－と同じスペクトル，即ち[M+O－H]－を与える（図４）。
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５．その他

　前記LC/MS講演会で報告のあったジンクピリチオン，トリフェニルボラン，マネブなどのLC/MSについては既に本学会で講演されている乃至今回講演予定のものであるので紹介は差し控える。
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　LC/MSでは環境化学物質の検出に関係する因子がGC/MSに比べかなり多い。図５は水/メタノール系と水/アセトニトリル系移動相によるアルキルフェノール，ビスフェノールＡのESI－感度の比較である。水/メタノール系移動相のでは水/アセトニトリル系に比べ20～70倍高感度で検出できる。この違いは，溶媒のプロトン親和力（PA）で説明されている（プロトン親和力は298ºKにおける気相反応について定義されている。しかし，より適当な指標はないことからESIでもしばしば利用される）。アセトニトリル，メタノールのPAはそれぞれ186.2, 180.3kcal/molでアセトニトリルはメタノールに比べPAが大きい。ESI－測定では，アルキルフェノール，ビスフェノールをイオン化するのは溶媒からプロトンが取れた[S-H]－イオン（Sは溶媒）であるが，アセトニトリルはメタノールよりプロトンを離しにくいため[S-H]－イオンの生成が少なく，その結果アルキルフェノール，BPAのイオン化が起こりにくいと解釈される。

６．おわりに

　環境中の微量化学物質のLC/MSに関する分析法の検討について，LC/MS分析法開発マニュアル作成調査とあわせて紹介した。LC/MSはメーカー，型式などによっても生成イオンの種類，感度が異なるが大凡の傾向が伝われば幸である。
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図４　アルデヒドのESIスペクトル
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図５　移動相溶媒の種類と検出感度の比較例
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図３　ESI電場電圧とアルキルフェノールの感度











